
デジレポとは？

2025年度登録生徒数35,000名に活用！

レポートの作成 → 配布 → 提出 → 採点 → 成績返却をデジタルで一元管理して
レポートフローの完全オンライン化×採点業務の効率化を実現するシステムです。

定期試験・単位認定試験のデジタル採点・成績データ出力にも対応しています。

テストの答案を
校内の複合機から

スキャン

先生のPC・タブレットで
Web採点

タブレットやPCから
Webで解答して提出

生徒・保護者へ
採点結果や成績を

送信

年間2,000円/生徒
※イニシャル費用は発生しません
※教師アカウント、レポート数に制限はありません
※定期試験・認定試験のみ利用する場合、年間30万円でご利用いただけます。

まずは無料トライアルより
お試しください。

お申し込み

デジタルレポート×デジタル採点により
運営業務を1/2に効率化！

紙＆デジタル対応 定期試験・認定試験対応 自動講評 観点別集計 校務支援API連携

Paper

Digital

定期試験・認定試験 Web採点

Web成績レポート

通信制高校向けデジタルレポートシステム

「デジレポ」

2025年
スマホ対応
予定！

https://school-ikushin.jp/smarky

　  株式会社　育伸社

お問合せ・営業所案内はこちら　⇒



フロー

Step 4
レポート返却

▶ 生徒への返却通知機能
▶ 合格点未満は再提出
▶ 得点データをCSVでDL

Step 3
Web採点

▶ 担当教科のみ表示
▶ 自動採点＆手動採点
▶ 講評コメント入力

Step 2
Web解答/提出

▶ 受講科目のみ表示
▶ 手書き/テキスト入力
▶ 選択肢解答

Step 1
レポート設定

▶　レポート情報の登録
▶ 1試験5分の簡単設定
▶ 公開・締切予約設定

デジタルレポート×デジタル採点システム
デジタルレポートとは、レポートの作成 → 配布 → 提出 → 採点 → 成績返却をデジタルで管理して

レポートフローの完全オンライン化×採点業務の効率化を実現するシステムです。

通信制高校のレポート必須機能を標準搭載！

概 要

メリット

先生の声
これまではレポートの提出状況や、成績のデータ管理が煩雑になっていました
が、デジレポの導入により配信～返却までをオンライン化できて管理が楽になり
ました。システム導入前には、学校の状況等を詳しくヒアリングしてもらい、当校
の課題に合った最適な導入提案をしてくれました。紙のレポートとデジタルレ
ポートを併存する形でスタートできるのも現場の先生の精神的な負担軽減にな
り、スムーズに切り替えができました。

レポートが紙からデジタルに変わったことでレポート管理が楽になり、採点も自動化
できるため採点業務の削減につながりました。デジタル上で講評コメントをペンでか
けたり、テキストでも打ち込めるので非常に便利です。何より担当生徒の提出状況を
一覧で確認してフォローができるようになったことが一番のメリットだと思います。

IT推進部

A先生

レポートにかかる
管理・採点時間を
1/2に短縮！

1/2

生徒・保護者はPC・タブレットからアクセス
してレポート提出・成績確認が可能です
先生は提出状況を一覧で確認することで

生徒へのサポートを効率化します

レポート提出は紙・デジタルどちらにも対応
問題・解答用紙は既存のPDFデータを

そのまま活用できます
導入時のイニシャル費用は

ありません

設問単位に串刺し採点をするデジタル採点
により採点業務を大幅に効率化します

講評入力、再提出などのレポート専用機能
も標準搭載しています

手書き・テキスト・選択肢・写真貼付など
様々な形式で解答できるためレポートの

活用の幅が広がります

合計得点や観点別得点の集計を自動化して、
集計データを校内システムと APIで

自動連携可能です

0201 03

0504 06



生徒への返却通知
レポートを返却すると
生徒へメール通知でお知らせ

主な機能

先生画面

生徒画面

既存コンテンツ活用
PDFをそのままアップロードして活用可能

公開予約機能
公開/締切日時を設定可能
自動で状態が切り替わります

再提出機能
合格点設定をして合否を判定
合格点未満は自動で再提出と認識

Webで一元管理
受講科目とレポート結果を生徒ごとに
Webで管理可能

3つの解答方式
ペンによる手書き解答と
キーボードによるテキスト解答と
選択肢を表示して選択解答

自動＆手動採点
テキスト解答と選択肢解答は自動採点
手書き解答のみを手動でWeb採点

生徒のレポート解答画面

選択肢を設定して解答可能

テキスト入力で
講評コメントの書き込みが可能
（縦書き・横書きに対応）

講評コメントを
自由に配置

テキスト入力は解答ウインドウに
入力すると反映（縦書き・横書きに対応）

締切時間をすぎると書き込みはできないように制御

手書きで講評コメントの書き込みが可能

ペンやマウスで直接書き込みに対応ペンやマウスで直接書き込みに対応



Q ● 誤答に対する自動アドバイス機能（回答に応じてAIがコメントをする機能）を期待します。
● 入力内容がリアルタイムで自動保存されることを期待します。
● 管理者権限と一般権限だけでなく、自由に操作権限をマスタで決められる機能を期待します。

Q
導入後の
評価は？

導入後、先生方の業務は劇的に変化しました。採点にかかる時間は、紙で採点をしていた時代から比べると大幅に減少
しました。それにより生徒と向き合う時間を多く作ることが出来るようになりました。また、生徒はデジタルでの学習が実
現したことで、自身のライフスタイルに合わせた学習を進めることが出来、提出も24時間端末上から受け付けることが
出来るようになりました。さらに採点後の答案を簡単に返却（生徒へ公開）が出来るため、すぐに復習を行えるようになっ
ただけでなく、分からなかったところを学び直すことがスピーディーに出来るようになりました。管理者機能も直感的に
操作が出来るため、操作に戸惑うことはありませんでした。今では本校の基幹システムの１つとなり、欠かすことのでき
ない大切な存在です。

Q
導入の

経緯は？

導入の
ポイント

本校は通信制の高等学校として全国各地で学校運営を行っており、多くの生徒が在籍しています。その中で「添削指導
（レポート）」の採点業務で大きな負担が長年掛かり続けている状況でした。効率的な採点業務を実現することで、先生
方の業務負担を軽減することはもちろん、生徒と関わる時間を大切にしたいと考え、様々な企業様のサービスを調べる
ことにしました。その中で、Smarkyの機能は非常に魅力的に映りました。特にスキャンした答案を設問ごとに一括で採点
できることはもちろん、ブラウザ上で「デジタル学習」が実現できる点、そして何よりも開発に向けて私たちの思いを組ん
でくださる姿勢に感動し、Smarkyのデジタル採点システム/デジタルレポートシステムの導入を決めました。

ご利用プラン

先生の採点時間を大きく短縮
レポートのデジタル化を実現
学習センターの管理業務も改善
校内システムとの連携もスムーズ
生徒と触れ合う時間が増加

通信制高校のデジタル
学習環境を推進！

ご利用プラン デジタルレポートシステム

導入事例

今後期待する
点は？
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